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司会：田中 俊徳 准教授 （Q-AOS研究推進コーディネーター）

日本列島の森林には、地域の住民が植物などの資
源を採集する場として利用し、コミュニティに
よって維持されてきた林が各地に点在している。
他方、日本では昭和 30 年代以降の生活様式の転
換やその後の高度経済成長期のなかで採集活動は
衰退し、このような植生は消失しつつある。しか
しながら、採集は私たちが古代から営んできた活
動であり、自然の恵みを得ることに喜びを感じ、
季節のうつろいを体感する重要な活動ではないだ
ろうか。本特集では、採集の場となった植生を“採
集林”とよび、採集林をめぐる地域の取り組みや
課題などを報告する。そして、日本における採集
活動や採集林の将来について考えてみたい。
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京都大学大学院アジア・アフリカ地

域研究研究科で地域研究の修士号お

よび博士号を取得。修士課程より、

アフリカのナミビアや南アフリカに

位置する農村社会や地域の自然環境

の変化に関する研究に取り組んでき

ました。前職（東北大学学際科学フ

ロンティア研究所）では、北極域研

究推進プロジェクトに参加し、シベ

リアの永久凍土融解が地域社会に及

ぼす影響について研究を実施してき

ました。2017 年 4 月から、九州大

学比較社会文化研究院で講師に着任

しました。
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